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掲載情報は6月12日時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響などにより、掲載内容や行事などの日程が変更になる場合があります。

　　　　　　　　　　　5月末の人口と世帯数  人口

▲

165,591人（前月比－24人） 男

▲

78,928人 女

▲

86,663人  世帯

▲

88,664世帯（前月比＋20世帯） 
　  5月の火災発生件数  6件（前月比＋6件）　  5月の家庭ごみ排出量 ごみ量

▲

2,634t（前年同月比＋118t）資源ごみ（Sの日）量

▲

674t（前年同月比－4t） 
データで知る帯広

健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、

☎25・9721）　

問い合わせ

※裏表紙(16頁)で、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている、地域の食の応援について掲載しているので、ご覧ください。

新しい生活様式
感染症を広げないための

「感染しない、広げない」

こまめな換気

3密を避ける

せきエチケット

こまめな手洗い
人と人との
距離を取る

毎日、自分や家族の健康を確認し、朝や外出時は
体温を測る

家から外に出る時はマスクをする

外から帰ったら手と顔を洗う
（着替えやシャワーも一緒に行う）

風邪の症状がある時、体調が普段と違う時は外出
しない

会話をする時は、真正面を避ける

事業者も利用者も取り組もう
｢新北海道スタイル｣

▲詳細はこちら

　「新北海道スタイル」とは、新型コロナウイル

スと共存するための、新しいライフスタイルとビ

ジネススタイルの事です。

　感染リスクを低減させるため、事業者と利用者、

双方で感染拡大を防止する行動がとれるよう、北海

道が提唱し、道民に協力を呼び掛けています。

いつでも
欠かせない
５つの
取り組み

▲各施設の利用方法
　はこちら

　市施設や市が開催するイベントなどでは、感染予防対策を講じています。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

ための行動を

市施設の利用

イベントなど

１．各施設の入場者数の制限や利用方法を確認の上、利用する。

２．施設の入退館時は、手洗いやアルコール消毒をする。

３．利用中はマスクをつける。

４．窓やドアを開けて換気をする。

５．人と人との距離を取って利用し、近距離に

　　なる時間を短くする。

６．飲食を伴う会合はできるだけ控える。

１．参加する際の注意事項などを確認の上、参加する。

２．体調不良時は参加しない。外出前に体温を測り、健康状態を確認。

３．行き帰りや参加中はマスクをつける。

４．会場到着後や帰宅前に、手洗いやアルコール消毒をする。

５．参加者同士の距離を取って、近距離にならないようにする。

　新型コロナウイルス感染症の対応は、長期化すると予想されています。

　今後、市民の皆さんの行動範囲が広がることで、感染リスクも増えてい

きます。一人ひとりが、日常生活での基本的な感染対策となる「新しい生

活様式」を意識して行うことで、急激な感染拡大を防ぐことができます。

「感染しない」「感染を広げない」ための行動を取りましょう。

■基本的な感染対策を実践しよう■市施設やイベントなどでも
 「新しい生活様式」にご協力を
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※１　特定空家等　「そのまま放置すれば倒壊など著しく保安上危険となる恐れのある状態」などにあると市が判断し、認定した空家等
※２　不良住宅　　住宅の構造または設備が著しく不良であるため、居住用に使用することが著しく不適当なもの
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広報おびひろ令和２年６月号（No.1153）12頁の「生活にお困りの市民の皆さんへ」の問い合わせ先に誤りがありました。お詫びし訂正いたします。
誤：【減免】市民税課（市庁舎２階、☎65・4210、Ⓕ23・0154）　正：☎ 65・4120
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親から子どもにうつることがあります！

ピロリ菌陽性者の胃がんリスクは陰性者の５倍!!

今日からできる減塩のこつ
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　＝問い合わせ　　　＝電話　　　＝ＦＡＸ　　　＝Ｅメール　　 　＝ホームページ

　申し込み方法など、特に記載がない場合は、参加無料ですの
で当日会場へ直接お越しください。
　詳細は、各問い合わせ先に確認してください。（施設ごとに業
務時間が異なります）

市役所代表　☎ 24・4111、FAX 23・0151
市役所本庁舎業務時間　月～金曜日　８時45分～17時30分
帯広市ホームページ　https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

7
＝ ＝ ＝ ＝ ＝

＝＝＝＝
＝Eメール ＝

往復はがきなど「申込時の記載事項」

特に記載がない申し込みは１人（組）１通。（申込期限必着）
直接窓口で申し込む場合は、返信用のはがきを持参。

①イベント・教室名（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）  ③氏名（ふりがな）　 ④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ） ⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合） ⑨返送先（往復はがきの場合）

 帯広の森・はぐくーむの
 イベント

 　小学生以下は保護者同伴。
場申問６月25日㈭～各開催日の
前日までに、帯広の森・はぐくー
む（南町南９線49、☎66・6200）
へ。
◆シラカバの樹皮で、ものづくり

　シラカバの間伐、樹皮のはぎ取
りを行い、飾りなどを作る。
日７月12日㈰、９時30分～12時
定先着15人

◆四季の森めぐり～夏～

　森を歩き、夏の花や生き物など
を観察する。散策の後はお茶会を
開催。
日７月18日㈯、９時30分～12時
定先着30人　　費100円
◆森の寺子屋～葉の巻～

　葉っぱ調べや葉っぱ遊びに挑
戦。
対小学生
日７月26日㈰、10時～15時
定先着15人　　費300円
◆森の昆虫探し

　堤公宏氏（森の回廊＠十勝）を
講師に、森や草原を歩き昆虫を観
察する。
日８月２日㈰、10時～12時
定先着15人
◆夜の森めぐり

　夜の森を歩き、夜に活動する生
き物を観察する。
日８月２日㈰、18時30分～20時
30分　　　　
定先着15人

 海の日イベント～動物
 たちに氷のプレゼント～

 　海の日に、果物の入った氷や活
魚を飼育動物に給餌します。ニホ
ンザル、ホッキョクグマ、アムー
ルトラ、チンパンジーを予定。
　動物の体調や天候などによって
変更になる場合があるので、動物
園ホームページや当日の正門・南
門の掲示板、公式ブログのスポット
ガイド予定表で確認してください。
日７月23日㈷、10時～15時
場問動物園（緑ケ丘２、☎24・
2437）

救命講習
　

　
対市内在住または勤務地が市内
の人
定❶先着15人、❷先着９人
申問❶は７月２日㈭まで、❷は
12日㈰までに、帯広消防署救急課
（西６南６、消防庁舎１階、☎ 
26 ・9132）へ。
❶普通救命講習
　出血時の止血法や心臓停止、呼
吸停止時の心肺蘇生法、ＡＥＤの
使い方など応急手当を習得する。
日７月９日㈭、13時30分～16時
30分
場消防庁舎（西６南６）
❷実技救命講習
　インターネットで簡単に受講で
きる応急手当ＷＥＢ講習を受講し
た人が対象の講習会。普通救命講
習と同じ修了証を交付。
日７月19日㈰、18時30分～20時
30分
場南出張所（西17南41）

帯広市消費者講座
　

　
　「気をつけて！！こんな消費者ト
ラブル～最近の事例と対応策～」
をテーマに、トラブルを回避する
方法を学ぶ。
日７月21日㈫、10時～11時30分
場とかちプラザ（西４南13）
定先着30人
申問７月１日㈬～17日㈮までに、
電話または直接、商業労働課（市
庁舎７階、☎65・4132）へ。

サラダ館の親子教室
　

対親子
定各先着10組
￥各1650円
場申問７月25日㈯までに、電話
またはファクスで都市農村交流セ
ンターサラダ館（西22南６、☎
36・8095、F 67・5720）へ。
◆ハーバリウム教室

日８月１日㈯、10時30分～12時

◆草木染め教室

日８月２日㈰、10時～11時
◆押し花教室　　　　　　　　　
日８月２日㈰、10時30分～11時30
分

大平原交流センターで
夕市がはじまります　
　　　　　

　　　　　　
　地元生産者が新鮮な農産物を販
売する夕市を開催。毎週10軒程度
の店が並び、旬の野菜や果物、
加工品が購入できる。
日７月２日～10月29日までの木曜
日、16時～売り切れ次第終了（10
月は15時～）
場問とかち大平原交流センター
（川西町基線61、☎53・4780）
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　各種イベントなどに参加される際には、マスクの着用、施設入館時
の手洗い、３密（密閉・密集・密接）を避けるなど、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止にご協力ください。
　また、掲載している情報は編集時点（６月12日現在）のものです。
新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどが中止・変更
になる場合がありますので、ご了承ください。
　最新の実施予定は、市ホームページや各施設ホームページを確
認してください。

市イベント中止・延期情報

帯広市　コロナ　中止 検索
生涯学習情報誌「まなびや」

帯広市　まなびや 検索

帯広市文化スポーツ振興財団

帯広市財団 検索
とかちプラザ

とかちプラザ 検索

 消費者問題の
 無料弁護士相談会 

　契約トラブルや悪質商法など、
消費者問題についての無料弁護士
相談会を開催。
日７月17日㈮、13時30分～15時
の間で１人30分
定先着3人
場申問７月９日㈭までに、電話ま
たは直接、帯広市消費生活アドバ
イスセンター（西４南13、とかち
プラザ内、☎22・8393）へ。
担当課商業労働課

きみひろ アット

新型コロナウイルス感染症対策について新型コロナウイルス感染症対策について新型コロナウイルス感染症対策について

ウェブ

きゅうじ



対＝対象　　日＝日時　　場＝場所　　定＝定員　　費＝費用　　申＝申し込み¥

 ソーセージ、チーズ作り

 体験研修

　地場産の生乳や肉を使った加工
方法を学ぶ。
定❶各先着８人、❷先着20人、❸
各先着10人
場申問６月26日㈮から各申込期
限までに、電話で畜産物加工研修
センター（八千代町西４線、☎
60・2514）へ。
❶チーズ研修（約１キログラム）
日①７月18日㈯～19日㈰、②８
月１日㈯～２日㈰、いずれも１日
目は10時～16時、２日目は10時
～10時30分
費各3000円
申込期限①７月10日㈮、②24日（祝）
❷ソーセージ研修（約250グラム）
日７月26日㈰、10時～14時
費1000円
申込期限７月17日㈮
❸ソーセージ研修（プレーンほか
全３種、計約700グラム）

日①７月12日㈰、②8月9日㈰、
いずれも10時～14時
費各2200円
申込期限①7月3日㈮、②31日㈮

地域福祉課からの
お知らせ
　

問地域福祉課（市庁舎３階、☎
65・4113）
◆認知症・家族の集い「茶話会」

　認知症の人を介護している家族
の交流会。介護を終えた人や、認
知症の人と一緒の参加も可能。事
前申し込み不要。
日７月30日㈭、13時30分～15時
場グリーンプラザ（公園東町３）
費 100円
◆認知症サポーター養成講座　　
　認知症の症状や接し方などを学
び、地域で見守る応援者を養成。
日８月７日㈮、13時30分～15時
場花園福祉センター（公園東町３）
定先着15人
申 ７月１日㈬～８月５日㈬まで
に、電話で地域福祉課へ。

第19回女（ひと）と男
（ひと）の一行詩」を募集
　

　男女共同参画を表現した自作で
未発表の作品を募集。１人３作品
まで応募可能。入賞者には図書
カードを贈呈。
対十勝管内に在住または通勤、
通学している人
申問６月23日㈫～７月31日㈮ま
でに、作品と「申込時の記載事
項」（11頁）を書いて、直接また
は郵送、ファクスで市民活動課
（〒080・8670西５条南７丁目１
番地、市庁舎３階、☎65・4134、
Ｆ 23・0156）へ。
市ホームページから
も応募可能。

緊急雇用創出　会計年度
任用職員を募集
　

　新型コロナウイルス感染症の影
響で、企業などからの解雇や雇い
止め、採用の内定取り消しなどの
理由で就労機会を失った人を対象
に、職員を随時募集しています。
募集案内は人事課（市庁舎５階）
や総合案内（市庁舎1階）、ハロー
ワーク（西５南５）に設置してい
るほか、市ホームページやハロー
ワークインターネットサービスでも
確認できます。
募集職種❶技能労務Ⅰ（ごみ・資
源ごみ収集業務）３人、❷事務補
助員（短期）10人程度
問 ❶清掃事業課（西
 24北４、☎37・2311）、
❷人事課（市庁舎５階、
☎ 65・4108）
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げんき活動コースチャレンジデー

小学生の1日飼育係

　
　飼育員引率のもと、２人１組で
動物の部屋の掃除や観察などの飼
育体験を行う。
対小学４～６年生
日８月１日㈯、10時～14時30分 
定抽選８人
場申問７月２日㈭～16日㈭まで
に、郵便はがきに「申込時の記載
事項」（11頁）を書いて、動物園
（〒080・0846緑ケ丘２番地、☎ 24
・2437）へ。当選者には別途通
知する。

健康相談

　
　保健師、栄養士などが、健診の結
果や健康づくりなど健康に関する
相談に応じる。
対市内在住の18歳以上
日❶７月16日㈭、❷28日㈫、い
ずれも８時45分～17時30分、１
人60分程度
場申問❶は７月15日㈬、❷は27
日㈪までに、電話で健康推進課（東
８南13、保健福祉センター内、☎
25・9721）へ。

場申問各申込期限までに、電話で健康推進課（東８南13、保健福
祉センター内、☎ 25・9722）へ。
◆ほんわかファミリー教室

　夫婦で出産・育児を学ぶ。
対11月に初出産予定の夫婦
日７月12日㈰、①10時～11時、②13時～14時
申込期限 ７月８日㈬
◆ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

　妊娠中と赤ちゃんの歯の健康について学ぶ。
対 妊娠中の人、１歳までの赤ちゃんと保護者。
上の子も参加可能ですが、託児はありません。
日７月13日㈪、10時～11時10分
定先着15人
申込期限  ７月10日㈮

子育て広場子育て広場子育て広場

　介護予防のための運動などを体験。詳細は、各実施事業所に問い合わせください。
所要時間はいずれも１時間30分。
対市内在住の65歳以上

担当課地域福祉課

開催日時 開催場所 実施事業所 電話番号

７月２日㈭ 10 時～ バラト福祉センター（東 13 南 6）
 コムニの里おびひろ小規模多機能型

    居宅介護事業所 
☎ 20・4567

７月８日㈬
  ９ 時 30 分～ 八千代農業センター（八千代町 221） 

デイサービスセンター太陽園 ☎ 64・5565
  14 時～ 広野農業担い手センター（広野町西２） 

７月９日㈭
 
10 時～

 うごけるスタジオ（西 17 北 1） デイサービスセンター帯広りはびり ☎ 29・5515

   自由が丘福祉センター（自由が丘３） 介護員養成研修センターふるさと ☎ 35・8930

７月 10 日㈮
 10 時～ 広陽福祉センター（西 19 南 3） 介護員養成研修センターふるさと ☎ 35・8930

  13 時～ 五条橋福祉センター（西 5南 2） デイサービスセンター帯広りはびり ☎ 29・5515

７月 14 日㈫  ９時 45 分～ 緑栄福祉センター（西 9南 28） 歩くデイゆるり ☎ 29・8060

７月 16 日㈭
 
10 時～ バラト福祉センター（東 13 南 6）

 コムニの里おびひろ小規模多機能型

    居宅介護事業所 
☎ 20・4567

７月 17 日㈮ 13 時 30 分～ 南コミュニティセンター（西 10 南 34） ジョイリハ西５条 ☎ 49・3060

   
９時 30 分～

 以平農業センター（以平町西 8） デイサービスセンター太陽園 ☎ 64・5565

７月 22 日㈬  南町福祉センター（西 15 南 36） ジョイリハ西５条 ☎ 49・3060

  14 時～ 幸福農業センター（幸福町東 1） デイサービスセンター太陽園 ☎ 64・5565

７月 28 日㈫  ９時 45 分～ 緑栄福祉センター（西 9南 28） 歩くデイゆるり ☎ 29・8060

７月 29 日㈬  ９時 45 分～ 花園福祉センター（公園東町 3） 歩くデイゆるり ☎29・8060

７月 30 日㈭ 10 時～ バラト福祉センター（東 13 南 6）
 コムニの里おびひろ小規模多機能型

    居宅介護事業所 
☎20・4567

げんき活動コース実施事業所の決定　広報おびひろ５月号11頁に掲載した介護予防普及啓発事業の「げんき活動コース」で調整中となっていた「西帯広・
開西日常生活圏域」の実施事業所がツクイ帯広西（☎20・3200）に決定しました。詳細は実施事業所に問い合わせください。担当課地域福祉課



７月23日㈭「海の日」と24日㈮「スポーツの日」は通常通りごみを収集します　各曜日収集地区の人は午前９時までに分別ルールに基づいて、決められた
ごみステーションに出してください。なお、「海の日」はくりりんセンターの休館日です。問清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

●13 ●　　広報おびひろ　令和２年７月号

 国保脳ドックの
追加募集
　

　４月に募集を行った国保脳ドッ
クの追加募集を行います。ＭＲＩ
検査（脳断層撮影）、ＭＲＡ検査
（脳血管撮影）、血液検査、尿検
査、身体計測など。詳細は、市ホ
ームページを確認してください。
申問７月６日㈪～10日㈮までに、
インターネット、郵送、または直接
国保課（市庁舎１階、
☎ 65・4138）へ。

令和２年の奨学生を
追加募集
　

　新型コロナウイルス感染症の影
響による保護者の収入減など、修
学にかかる費用の確保が困難な人
を対象に貸し付けを行います。詳
細は、市ホームページを確認してく
ださい。
定❶大学生20人、❷専門学生５
人、❸高校生10人
貸付金額 ❶月額２、３、５万円の
いずれか、❷月額３万円、❸月額
7000円
問学校教育課（市庁舎
８階、☎65・4203）

７月定期募集分　　　
市営住宅入居者を募集
　

　申し込みは郵送や電話ではでき
ません。印鑑、マイナンバー確認
書類および身元確認書類を持参の
上、直接お越しください。申し込
み方法、入居者資格、募集住宅な
どは問い合わせください。その
他、随時受け付けている住宅もあ
ります。
日７月６日㈪～８日㈬、８時45分
～17時30分（初日のみ19時まで受
け付け）
場市庁舎10階第５B会議室
問住宅営繕課（市庁舎３階、☎
65・4190）

 帯広市新規創業者持続化給付
 金の申請受け付けについて
　　　　　　　　　　　　　
　
新型コロナウイルス感染症の拡
大防止により大きな影響を受けた、
新規創業者を対象とした給付金で
す。申請は８月31日㈪まで受け付
けています。詳細は、市ホーム
ページを確認してください。
対令和２年１月１日から令和２年
４月１日までの間に新規創業した
人
問商業労働課（市庁舎
７階、☎65・4164）

 自衛官を募集
　

　
　申込期間などの詳細は、問い合
わせください。
申問自衛隊帯広募集案内所（西
５南14、☎23・8718）
担当課危機対策課

 市営住宅の連帯保証人が
 不要になりました

　
　令和２年度より、市営住宅の入
居において連帯保証人は不要にな
ります。市営住宅は２カ月に１度
の定期募集と随時募集で入居者を
募集しているので、問い合わせく
ださい。
　また、すでに入居中の人も届け
出により連帯保証人を解除するこ
とができます。
問住宅営繕課（市庁舎３階、☎
65・4190）

新型コロナウイルス感染
症に係る傷病手当金制度
　

　新型コロナウイルス感染や感染
の疑いのため、会社を休んだ期間
の給与が支払われない、または
減額された場合、傷病手当金を
受け取ることができます。対象者
は、帯広市国民健康保険または、
北海道後期高齢者医療制度の加
入者で、新型コロナウイルス感染
や感染の疑いのため、連続３日
以上休んだ人です（支給対象は
４日目以降）。詳細は問い合わせ
ください。
問国保課（市庁舎１階、☎ 65・
4138）

国保限度額認定証の
有効期限は7月までです
　

　令和元年度国民健康保険限度額
適用・標準負担額減額認定証の有
効期限は７月31日㈮です。入院す
るなど高額な医療費を支払う場合
で、８月以降も認定証が必要な人
は、郵送で交付申請をしてくださ
い。申請方法は市ホームページを
確認するか、電話で問い合わせく
ださい。
　なお、70歳以上で認定証を持っ
ている人、または70歳未満で90日
を超える長期入院該当の認定証を
持っている人には更新案内を７月
中旬頃に郵送します。
 世帯主と国保世帯員のうち、令和
２年度（平成31年中の収入・所
得）の申告をしていない人がいる
場合は、申告が必要です。
問国保課（市庁舎１階、
☎ 65・4138）

　＝問い合わせ　　　＝電話　　　＝ＦＡＸ　　　＝Ｅメール　　 　＝ホームページ

第八期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
策定の意見交換会

問介護高齢福祉課（市庁舎１階、☎ 65・4145）
　令和３年度からの「第八期高齢者保健福祉計画・介護保険事業
計画」を策定するに当たり、意見交換会を開催します。
　この計画は、地域で高齢者の生活を支える「地域包括ケアシス
テム」の推進に向けて、地域の特性に応じた目指すべき基本方向
と取り組むべき施策を明らかにするもので、３年ごとに見直され
ます。
　事前申し込み不要ですので、皆さんの意見を聞かせてください。
所要時間はいずれも 1時間 30 分です。

開催日 時　間 場　　　　　　所

７月 ６日（月）
 10 時～ 東コミュニティセンター（東７南９）

　 14 時～ 啓北コミュニティセンター（西 13 北２）

７月 ８日（水）
 10 時～ 緑西コミュニティセンター（西 17 南４）

　 14 時～ 帯広の森コミュニティセンター（空港南町南 11）

７月 ９日（木）
 10 時～ 西帯広コミュニティセンター（西 23 南２）

　 14 時～ 森の里コミュニティセンター（西 22 南４）

７月 10 日（金）
 10 時～ 鉄南コミュニティセンター（西２南 24）

　 14 時～ 南コミュニティセンター（西 10 南 34）

７月 13 日（月） 19 時～ 大正農業者トレーニングセンター（大正本町西１）

７月 14 日（火） 19 時～ 川西農業者研修センター（川西町西２）

姉妹・友好都市との高校生および
小学生の相互派遣事業の中止

　市が姉妹・友好都市と例年実施している高校生および小学生の相
互派遣事業について、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、安
全確保の観点から、今年度は中止を決定しました。

※観光文化姉妹都市「大分市」との小学生相互派遣は、隔年実施のため、
今年度はありません。

当初の事業内容（中止）
種別

都市名 静岡県松崎町 徳島県徳島市

対象者

募集人数 各４人 10 人 ６人
例年の
開催時期

７月下旬派遣
８月中旬受入

高校生
（十勝管内高校在学の帯広市民）

りょうねい

ちょうよう

小学生
（帯広市内小学校在学
の小学５・６年生）

小学生
（帯広市内小学校在学
の小学４～６年生）

７月下旬派遣
８月中旬受入

８月上旬派遣
７月下旬受入

７月下旬派遣
12月下旬受入

米国アラスカ州
スワード市

中国遼寧省
朝陽市

国際姉妹都市 国際友好都市 開拓姉妹都市 産業文化姉妹都市

新型コロナウイルス感染症情報を
テレビから確認できます

問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

　帯広市の新型コロナウイルス感染症情報は、テレビのデータ放送
（ＨＴＢチャンネル）からでも確認できます。

※ＵＨＢチャンネルで行っていたデータ放送は、６月末で終了
　します。

■視聴方法
　①リモコンの６chを選ぶ　　②リモコンのｄボタンを押す
　③リモコンの上下ボタンで「おんとく」を選ぶ
　④リモコンの上下ボタンで記事を選ぶ　　⑤情報を確認する

問観光交流課（市庁舎７階、☎ 65・4133）



対＝対象　　日＝日時　　場＝場所　　定＝定員　　費＝費用　　申＝申し込み¥ 広報おびひろ　令和２年７月号　　●14 ●

高齢者が悲惨な交通事故を起こしたり遭わないように、次のこ
とを守りましょう。

メモ安 心 安 全
問い合わせ　　　　　　 危機対策課（市庁舎５階、☎ 65・4131）

　アライグマは雑食で繁殖力が強く急激に個体数を増やし、納屋など
をすみかにして汚すほか、農作物や水産物、家畜飼料、地域にもとも
といた動植物を食べるなど、農林水産業などに悪影響をもたらします。
　帯広市のアライグマの捕獲頭数は、平成27年度までは年間１～２
頭でしたが、平成28年度以降急増し、令和元年度は45頭となっていま
す。また、農業被害も拡大しており、北海道における被害額は、平成
30年度には１億4000万円を超えています。

問い合わせ　　　　　　 目撃情報などは環境課（市庁舎６階、☎65・4136）、
　　　　　　 農業被害に関することは農村振興課（市庁舎７階、
　　　　　　  ☎65・4173）

　市ではアライグマによる被害を防ぐために、アライグマに関す
る情報を集めています。アライグマを見かけたり、足跡を見つけ
た場合は連絡してください。

目撃情報をお寄せください ………………………

………………………

７月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、７月１日㈬、15日㈬、29日㈬です。燃やすごみが火・金曜日収集地区
は、７月８日㈬、22日㈬です。問清掃事業課（西24北４、☎37・2311)

環境省提供
アライグマの足跡
（農林水産省「野生鳥獣被害防止
マニュアル」）

アライグマアライグマにご用心
～～～～～～～～～～～～～～～～～

前足 後足

　アライグマってどんな生物？

暮らし　夜行性。水辺の近くを好み、寒さに強く、北海道の冬
も問題なく過ごせる。

すみか　樹洞、家屋の屋根裏や畜舎、物置、牧草ロールの隙
間など。

食べ物　雑食性。果物、トウモロコシ、家畜飼料など。
見た目　タヌキと似ているが、尻尾がしま模様で顔は眉間に黒

い線がある。体重は４～10キログラムほどで、柴犬ぐ
らいの大きさ。歩いたあとに人の手足のような足跡が
残る。

じゅ どう

しっ ぽ

　パブリックコメント制度（市民意見提案制度）は、市が政策などを決
定する際に、計画や条例などについて、ある程度案をまとめた段階で
市民の皆さんに公表し、寄せられた意見を考慮して決定していく手続き
のことです。

令和元年度パブリックコメント
実施結果を
お知らせします

令和元年度パブリックコメント
実施結果を
お知らせします

表　令和元年度パブリックコメント実施結果一覧

※意見の取り扱いの説明　修正…案を修正するもの　既記載…既に案に盛り込んでいるもの　参考…今後の参考とするもの
　その他…意見として伺ったもの

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

37件

０件

２件

11件

５件

７件

14件

１件

39件

４件

41件

４件

２件

５件

１件

５件

10件

５件

３件

26件

第七期帯広市総合計画（原案）

帯広市行財政改革計画（原案）

第２期帯広市産業振興ビジョン（原案）

第３期帯広市中心市街地活性化基本計画（原案）

第２期おびひろこども未来プラン（原案）

第三期帯広市障害者計画（原案） 

第三期帯広市地域福祉計画（原案）

第三期帯広市アイヌ施策推進計画（原案）

第四期帯広市子どもの読書活動推進計画（原案）

第２次帯広市みどりの基本計画（原案）

第三期帯広市環境基本計画（原案）

帯広市一般廃棄物処理基本計画（原案）

第６期帯広市農業・農村基本計画（原案）

おびひろ上下水道ビジョン（2020-2029) (原案） 

第２次帯広市都市計画マスタープラン（原案）

第３期十勝定住自立圏共生ビジョン（原案） 

第３期帯広市消費生活基本計画（原案）

第３次おびひろ男女共同参画プラン（原案）

企画課

行政推進室

工業労政課

こども課

障害福祉課

社会課

社会課

企画総務課

図書館

みどりの課

清掃事業課

農政課

都市計画課

政策室

政策室

　

12人

０人

１人

２人

４人

５人

４人

１人

21人

４人

３人

３人

２人

２人

１人

２人

３人

３人

３人

３人

４件

０件

０件

０件

３件

０件

６件

０件

６件

０件

12件

１件

０件

０件

０件

０件

１件

０件

１件

６件

４件

０件

１件

１件

２件

１件

４件

０件

４件

０件

５件

０件

１件

０件

１件

０件

１件

３件

１件

６件

６件

０件

０件

１件

０件

４件

１件

０件

16件

３件

２件

１件

０件

５件

０件

０件

６件

１件

０件

12件

23件

０件

１件

９件

０件

２件

３件

１件

13件

１件

22件

２件

１件

０件

０件

５件

２件

１件

１件

２件

案　件　名 担当課
（策定当時）

意見数 意見の取り扱い※

件数 修正 参考既記載 その他提出
人数

商業
まちづくり課

環境都市
推進課

上下水道部
総務課

男女共同
参画推進課

帯広市教育基本計画
（令和２年度～令和11年度）(原案）

帯広市人口ビジョン（改訂原案）、
第２期帯広市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案） 

事故防止の
　ポイント

問い合わせ　　　　　　 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109）

高齢者 が関係する交通事故を防ぎましょう！

・斜め横断せず、信号機や横断歩道
のあるところを渡りましょう。

・青信号が点滅している場合は、次
の青信号まで待ちましょう。

・夜間は明るい服装や、夜光反射材
を着用しましょう。

●高齢歩行者の皆さんへ

・体調に不安がある場合は運転を控
えましょう。

・安全運転サポート車の導入を積極
的に考えましょう。

・交通安全講習や実技研修などを受
け、運転技能をチェックしましょう。

・運転に不安を感じたら、運転免許
証の自主返納を考えましょう。

●高齢運転者の皆さんへ

　令和元年度は、市がまとめた20の計画などに対し、市民の皆さんか
ら222件の意見が寄せられました。（表）
　寄せられた意見については、計画を修正したり、今後の事業推進の
参考にするなど、市政への反映を図っています。なお、寄せられたすべ
ての意見の概要とそれに対する市の考えは、各コミセンなどで公開した
ほか、市ホームページに掲載しています。

安心安全
推進課

皆さんの意見を広く集めるパブリックコメント制度

昨年度寄せられた222件の意見
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●発行日/令和２年７月１日　●部数/７万7000部　●製作・印刷/株式会社アド・プリント　

◆テレビ　市役所だより（OCTV11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
 （FM-JAGA77.8MHz）9：15～9：20
おびひろ広報メモ
 （FM-WING76.1MHz） 9：30～9：35

市政のお知らせを放送しています 広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために
「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、ＦAX 23・0156、
Eメール  report@city.obihiro.hokkaido.jp）

　来店客減少による売り上げの低迷、過剰

在庫となっている食関連事業者や外食関連

事業者の販路や収益の確保を目的に、販売

情報を掲載して応援を呼び掛けるサイトが

開設されています。

　市ホームページに地元

企業応援情報をまとめて

掲載しているので、ぜひ、

サイトを活用ください。

かん  さつ もんひょう

国や北海道でも牛乳消費拡大を
応援しています！

▲地元企業応援
　サイト■地元農畜産物・加工品の消費を

　応援しよう
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、外出自

粛や観光客の減少、北海道物産展の中止などによ

り、地元の「農畜産物」「加工品」の需要が減少し

ています。

　安全・安心で良質な地元農畜産物などを、みんな

で食べて応援しましょう。

■牛乳の消費拡大にご協力をお願いします
　学校給食用牛乳の休止や飲食店の休業などによ

り、牛乳や乳製品の消費が落ち込んでいます。

　乳牛の搾乳は止めることができません。農業、生

産者を支えるため、自分自身や家族の健康のため、

牛乳やヨーグルトを普段より一つ多く購入するな

ど、消費にご協力をお願いします。

市ホームページで
地元企業応援サイトを
紹介しています
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狂
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病
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ま
す
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　治
療
法
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、
発
症
す
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と
、
ほ
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１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
死
亡
す
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

　世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
発
生
し

て
い
る
病
気
で
す
が
、
日
本
で
は
昭
和

31
年
以
降
、
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
5
月
22
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

来
日
し
た
男
性
が
、
日
本
で
発
症
し
た

鑑札 門標 済票（プレート）

事
例
も
あ
る
た
め
、
今
後
日
本
で
も
発

生
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
が
責
任
あ
る
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

  

畜
犬
登
録
と
予
防
注
射
は

  

屋
内
犬
も
す
べ
て
対
象

　畜
犬
登
録
と
は
、
市
町
村
に
飼
い
犬

の
所
在
地
、
犬
種
、
生
年
月
日
な
ど
を

届
け
出
る
こ
と
で
す
。
こ
の
登
録
に
よ

り
、
人
間
で
い
う
戸
籍
に
あ
た
る
も
の

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生
涯
に
１
度

の
畜
犬
登
録
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
屋
内
で
飼
育
し
て
い
る
犬

も
同
様
で
す
。

  

ど
う
し
て
畜
犬
登
録
と

  

予
防
注
射
が
必
要
な
の
？

　狂
犬
病
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

予
防
注
射
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
狂
犬

病
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
地
域

の
す
べ
て
の
飼
い
犬
の
検
診
な
ど
を
速

や
か
に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
飼
い

主
の
情
報
を
市
が
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　市役所などで行うことができます。登録を行うと、

「鑑札」と「門標」が交付されます。（写真）

　鑑札は首輪に付け、門標は家の入り口などの見や

すい場所に貼ってください。登録手続きは次の場所

のほか、受付可能な動物病院もあるので、各動物病院

に問い合わせてください。

場　所 

▲

環境課（市庁舎６階）、大正支所（大正本町西１）、

　　　　  川西支所（川西町西2）、一部の動物病院

登録手数料 

▲

3000円

　動物病院などで接種を受けられます。接種後、「狂

犬病予防注射済証」と「狂犬病予防注射済票（プレー

ト）」が交付されます（写真）。注射だけでなく、済票

の交付も受けなければいけません。

　済票が交付されなかった場合は、接種後に渡される

「狂犬病予防注射済証」を持って、環境課で交付を受

けてください。

交付手数料 

▲

550円

畜犬登録の手続き

狂犬病予防注射の手続き

登録手続き後交付 予防接種後交付

  

恐
ろ
し
い
病
気

  

狂
犬
病

　狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
持

つ
犬
な
ど
の
動
物
に
か
ま
れ
た
り
、
ひ

っ
か
か
れ
た
り
す
る
と
感
染
す
る
人
獣

共
通
感
染
症
で
す
。
一
般
的
に
潜
伏
期

間
が
１
〜
２
カ
月
で
、
風
邪
に
似
た
症

状
か
ら
は
じ
ま
り
、
錯
乱
し
た
り
攻
撃

的
に
な
っ
た
り
し
た
後
、
昏
睡
状
態
に

じ
ん
じ
ゅ
う

こ
ん  

す
い

みんなで飲んで、食べて
地域の食を応援しよう

農林水産省 北海道

日本の牛乳を救う

「プラスワンプロジェクト」

SOS！

牛乳チャレンジ

帯広商工会議所「つなぐマルシェ」、帯広市商店街

振興組合連合会「商店街のテイクアウト特集」など

を掲載しています

問い合わせ 環境課（市庁舎６階、☎65・4136）

飼い犬の畜犬登録と狂犬病予防注射は飼い主の義務です。
人も犬も安心して暮らせるまちづくりにご協力ください。

農政課（川西町基線61、農業技術センター内、☎59・2323）問い合わせ

商業労働課（市庁舎７階、

☎65・4164）

問い合わせ
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